
 

 

 

 

  人口動態の見通し 
■社会増の継続により改善傾向にある人口動態 －本市を取り巻く状況－ 

■本市においても見込まれる人口減少の進行 －自然減が拡大傾向－ 

  

２．本市の状況 
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本市の人口動態

（資料）尼崎市統計書

（人）

（年）
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■ファミリー世帯の転出超過傾向 －人口動態における課題－ 

■実態とイメージのギャップの解消へ －転出理由から見える課題－ 

  

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

治安・マナーが悪い

今の住宅に不満（※転出は満足）

親（族）と同居・近居をしたいが遠い

子育て支援に不満

学校教育に不満

通勤・通学が不便/仕事の都合

自然や空気など環境面が悪い

尼崎に住んで悪いことがあった

尼崎に愛着がわかない

その他

「尼崎市外に移りたい」「戻りたくない」理由（2020年実施アンケート）

転入 転出 転居
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年齢5歳階級別純移動数（2013年・2020年比較）

2013年 2020年

転出超過

転入超過

（資料）住民基本台帳人口移動

「その他」の主な理由 

 「市内に広さ、価格面で希望する住宅がない」「土地・住居代、家賃が高い」「普段の買い物が不便」 

「保健・医療・福祉サービスが整っていない」「保育所・幼稚園・学校などで子ども同士のつながりがない」 

（＋7.6 ポイント） 

本市での居住継続に 

前向き 81.3％ 
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尼崎市の居住意向

ずっと住み続けたい 当分の間は住みたい 市内で移りたい 市外に移りたい わからない 無回答

 治安は大幅に改善 
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  土地利用の特徴と変化 

■生活利便性と職住近接の強み －土地利用の特徴－  

資料 尼崎市立地適正化計画（平成 29 年 3 月） 
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■大規模な住宅開発など工場跡地利用の変化 －土地利用の変化－ 

あまがさき緑遊新都心土地区画整理事業により商業・業務地に転換された JR 尼崎駅周辺 
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  行財政運営の状況 

■⾧年の取組により着実な成果を上げてきた行財政改革 －行財政運営の状況－

  総合計画 

主要取組項目や施策、行政運営を推進する中

で、引き続き税源の涵養や中長期的な事務事

業の改善といった「都市の体質転換」、「効

果的・効率的な行財政運営」に取り組む 

あまがさき「未来へつなぐ」 
プロジェクト 

平成 25年度～令和 4年度 

＜方向性＞ 

 都市の体質転換・税源の涵養 

 効果的・効率的な行財政運営 

 将来負担の抑制・社会経済情勢 

の変化に備えた行財政運営 

“
あ
ま
が
さ
き
”
行
財
政
構
造
改
革
推
進 

プ
ラ
ン
（
平
成
20
年
度
～
平
成
24
年
度
） 

尼
崎
市
経
営
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム 

（
平
成
15
年
度
～
平
成
19
年
度
） 

財政運営方針 

達成すべき目標とそれに向けた財政規律等に 

基づき規律ある安定的な財政運営を行う 
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 ３．ありたいまちとまちづくりの進め方 
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４．まちづくりの方向性 
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